
（４）

１５・１・２６

１
　
税
財
源
の
配
分
と
地
方
交
付
税
制

度
に
つ
い
て
は
、
分
権
時
代
の
「
自
治

体
経
営
」
が
成
り
立
つ
よ
う
抜
本
的
な

改
革
を
国
・
東
京
都
に
対
し
て
強
く
求

め
る
こ
と
。

２
　
税
に
対
す
る
不
信
感
や
不
公
平
感

を
市
民
に
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
収

納
率
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

３
　
依
然
と
し
て
収
入
率
が
減
少
傾
向

に
あ
る
保
育
所
保
育
料
、
学
童
保
育
所

育
成
料
に
つ
い
て
は
、
収
入
未
済
額
の

よ
り
一
層
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と
。

【
請
願
】
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等

確
保
条
例
（
公
契
約
条
例
）
の
制
定
に

つ
い
て
＝
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
三

鷹
支
部
執
行
委
員
長
橋
本
昇
さ
ん
が
14

年
９
月
４
日
提
出
（
建
設
委
員
会
で
審

査
）

【
請
願
】
三
鷹
市
有
施
設
・
樹
木
等
へ

の
薬
剤
（
農
薬
）
散
布
及
び
農
薬
取
締

法
改
正
に
つ
い
て
＝
環
境
と
健
康
を
考

え
る
会
谷
藤
宏
美
さ
ん
、
サ
ス
テ
イ
ン

ナ
ブ
ル
21
小
沢
祐
子
さ
ん
、
反
農
薬
東

京
グ
ル
U
プ
辻
万
千
子
さ
ん
、
三
鷹
市

消
費
者
の
会
駒
林
矩
子
さ
ん
が
14
年
９

月
18
日
提
出
（
厚
生
委
員
会
で
審
査
）

【
請
願
】「
公
団
家
賃
の
値
上
げ
見
合
わ

せ
を
求
め
る
」
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

＝
三
鷹
駅
前
市
街
地
住
宅
自
治
会
長
阪

口
清
子
さ
ん
、
新
川
島
屋
敷
通
り
団
地

自
治
会
長
小
林
昭
弘
さ
ん
、
三
鷹
台
団

地
自
治
会
長
鈴
木
富
雄
さ
ん
、
牟
礼
団

地
自
治
会
長
伊
東
典
光
さ
ん
が
14
年
11

月
29
日
提
出
（
本
会
議
即
決
）

【
請
願
】
固
定
資
産
税

に
お
け
る
償
却
資
産
に

関
す
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
＝
社
団
法
人
武
蔵
野
青
色
申
告

会
野
村
莊
之
輔
さ
ん
が
14
年
11
月
18
日

提
出

【
請
願
】
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
社
団
法
人
武

蔵
野
青
色
申
告
会
野
村
莊
之
輔
さ
ん
が

14
年
11
月
18
日
提
出

【
請
願
】
小
規
模
非
住
宅
用
地
の
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
社
団
法
人
武

蔵
野
青
色
申
告
会
野
村
莊
之
輔
さ
ん
が

14
年
11
月
18
日
提
出

【
請
願
】
政
府
に
「
平
和
の
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
ひ

ば
り
が
丘
「
地
球
村
」
代
表
田
辺
妃
登

美
さ
ん
、
伊
藤
啓
子
さ
ん
、
浦
美
樹
子

さ
ん
が
14
年
12
月
11
日
提
出

【
請
願
】
ど
の
子
に
も

基
礎
的
な
学
力
と
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
教
育

を
保
障
す
る
た
め
に
30
人
以
下
学
級
の

実
現
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
東
京

都
教
職
員
組
合
北
多
摩
東
支
部
三
鷹
地

区
協
議
会
議
長
石
橋
律
子
さ
ん
ほ
か
１

千
68
人
が
14
年
12
月
12
日
提
出

【
請
願
】
井
の
頭
の
地

域
に
小
規
模
の
公
衆
浴

場
を
設
置
す
る
こ
と
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
井
の
頭
の
地

域
内
に
公
衆
浴
場
を
設
置
す
る
こ
と
を

も
と
め
る
会
代
表
長
井
敬
さ
ん
、
石
井

達
広
さ
ん
、
伊
東
信
昭
さ
ん
ほ
か
１
千

39
人
が
14
年
６
月
20
日
提
出

【
請
願
】
墓
地
造
営
計

画
反
対
に
つ
い
て
＝
墓

地
造
営
に
反
対
す
る
会

代
表
世
話
役
人
黒
部
穣
さ
ん
ほ
か
６
千

156
人
が
14
年
６
月
10
日
提
出

【
請
願
】
法
専
寺
別
院
建
立
墓
地
造
成

推
進
に
賛
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
調

布
市
深
大
寺
北
町
５
―
３
―
12
石
井
鉄

男
さ
ん
、
三
鷹
市
井
の
頭
５
―
10
―
８

加
藤
章
さ
ん
、
新
宿
区
西
早
稲
田
３
―

４
―
８
西
田
喜
一
さ
ん
、
武
蔵
野
市
関

前
１
―
１
―
２
大
掛
康
二
さ
ん
ほ
か
２

千
640
人
が
14
年
９
月
18
日
提
出

（
14
年
12
月
19
日
現
在
）

「
み
た
か
議
会
だ
よ
り
」
に
関

す
る
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要

望
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

三
鷹
市
議
会
事
務
局

電
　
話
　
44
―
０
２
４
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
45
―
１
０
３
１

ま
た
、「
み
た
か
議
会
だ
よ
り
」

の
配
布
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン
タ
U
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

¡
三
鷹
市
シ
ル
バ
U

人
材
セ
ン

タ
U

電
　
話
　
48
―
６
７
２
１

【
陳
情
】
中
小
企
業
の
当
面
す
る
金
融

上
の
困
難
を
解
消
し
、「
金
融
ア
セ
ス

メ
ン
ト
法
」
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
東
京

中
小
企
業
家
同
友
会
代
表
理
事
井
上
弘

さ
ん
が
14
年
10
月
18
日
提
出

【
陳
情
】「
遺
伝
子
組
み
換
え
イ
ネ
」
を

学
校
給
食
に
使
用
し
な
い
こ
と
、
並
び

に
、
そ
の
承
認
と
表
示
に
関
し
て
国
へ

の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
多
摩
南
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組

合
ま
ち
・
み
た
か
代
表
山
岸
啓
子
さ
ん

ほ
か
740
人
が
14
年
11
月
29
日
提
出

１
　
市
の
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
利
便
性
に
こ
た
え
た
効
率
的
な
運

用
を
図
り
、
一
層
の
ス
リ
ム
化
に
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
職
員
に
つ
い
て
は
、

企
画
・
調
整
・
政
策
立
案
能
力
の
向
上

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
リ
ス
ク
感
覚
や

コ
ス
ト
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
。

２
　
市
立
ア
ニ
メ
U
シ
ョ
ン
美
術
館
に

つ
い
て
は
、
常
に
市
民
の
た
め
の
施
設

と
い
う
視
点
か
ら
運
営
に
あ
た
る
こ

と
。
ま
た
、
業
績
の
推
移
を
注
視
し
、

実
態
を
把
握
公
開
す
る
こ
と
。

３
　
市
民
保
養
所
「
箱
根
み
た
か
荘
」

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
民
間
の
経
営
感
覚
を
意
識
し

て
多
角
的
に
活
用
し
、
利
用
率
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
。

４
　
交
通
安
全
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
特
に
自
転
車
の
運
転
マ
ナ
U
の
啓

発
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
放
置
自

転
車
対
策
に
つ
い
て
も
、
よ
り
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
。

１
　
高
齢
者
社
会
活
動
マ
ッ
チ
ン
グ
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
人
材

バ
ン
ク
と
し
て
の
役
割
の
充
実
を
図
る

こ
と
。

１
　
川
上
郷
自
然
の
村
に
つ
い
て
は
、

校
外
学
習
施
設
と
し
て
の
設
置
目
的
を

踏
ま
え
た
上
で
、
効
率
的
な
運
営
と
利

用
率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

１
　
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
、
事
業
者
に
積

極
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も

に
、
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
、
一
層
の

周
知
を
図
る
こ
と
。

１
　
牟
礼
老
人
保
健
施
設
「
は
な
か
い

ど
う
」
に
つ
い
て
は
、
公
設
民
営
施
設

の
特
色
を
生
か
し
て
、
痴
ほ
う
性
老
人

へ
の
対
応
や
在
宅
復
帰
等
の
課
題
に
つ

い
て
、よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

視
察
日

10
月
15
日
〜
10
月
17
日

視
察
先

福
井
市
、
氷
見
市
、
富
山
市

視
察
事
項

福
井
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
、
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ

く
り
構
想
、
富
山
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
ま
い
ど
は
や
」

第
４
回
定
例
会
に
は
、
意
見
書
８

件
が
提
案
さ
れ
、
３
件
が
可
決
さ
れ

た
。

Ω
市
町
村
の
強
制
的
な
合
併
に
反
対

す
る
意
見
書

政
府
は
合
併
特
例
法
に
基
づ
い
て

２
０
０
１
年
暮
れ「
平
成
の
大
合
併
」

を
推
進
し
、
基
本
的
に
は
、
当
面
、

１
千
程
度
の
自
治
体
に
再
構
築
す
る

方
針
と
言
わ
れ
て
い
る
。

合
併
を
進
め
る
た
め
の
財
政
面
で

の
「
優
遇
策
」
を
設
け
た
特
例
法
の

期
限
は
、
２
０
０
５
年
３
月
で
切
れ

る
が
、
こ
れ
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め

に
は
２
０
０
２
年
度
中
に
合
併
協
議

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
須(

ひ
っ

す)

と
見
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
調

査
に
よ
る
と
、
全
国
の
市
町
村
の
約

４
割
が
合
併
特
例
法
の
期
限
を
に
ら

ん
で
、
雪
崩
を
う
つ
よ
う
に
し
て
合

併
協
議
会
を
発
足
さ
せ
て
い
る
（
朝

日
新
聞
11
月
21
日
朝
刊
）。

し
か
し
、
こ
の
間
の
合
併
に
関
す

る
動
向
を
見
て
み
る
と
、
市
町
村
が

自
主
的
判
断
に
よ
っ
て
合
併
問
題
を

検
討
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
国
が
地

方
交
付
税
の
削
減
と
い
う
ム
チ
を
振

る
い
、
合
併
特
例
債
の
発
行
許
可
を

ち
ら
つ
か
せ
て
、
市
町
村
を
強
制
的

に
合
併
の
方
向
に
追
い
込
む
と
い
う

実
態
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
地
方

制
度
調
査
会
で
は
、
市
並
み
の
規
模

と
能
力
を
備
え
た「
基
礎
的
自
治
体
」

に
行
政
を
担
わ
せ
る
と
い
う
議
論
が

さ
れ
、
ま
た
、「
人
口
１
万
人
未
満

の
市
町
村
に
は
窓
口
以
外
は
認
め

ず
、
他
の
業
務
は
都
道
府
県
や
近
隣

自
治
体
に
移
す
」
と
い
う
報
告
書
も

あ
る
。
い
ず
れ
の
動
き
も
「
合
併
か

権
利
は
く
奪
か
」
を
市
町
村
に
強
制

的
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
全
国
町
村
会
は
11
月
20
日
に
全

国
大
会
を
開
き
、「
町
村
の
自
立
に

関
す
る
特
別
決
議
」
を
満
場
一
致
で

採
択
し
た
。
決
議
は
、「
自
治
の
実

態
を
無
視
す
る
も
の
」
と
厳
し
く
批

判
し
、「
小
規
模
町
村
が
憲
法
上
の

基
礎
的
自
治
体
と
し
て
自
立
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、強
く
要
望
」

し
て
い
る
。

も
と
よ
り
地
方
自
治
の
主
役
は
住

民
で
あ
り
、
合
併
を
決
め
る
最
終
責

任
は
そ
こ
に
住
む
人
々
が
持
っ
て
い

る
。
従
っ
て
、
合
併
の
是
非
は
そ
の

住
民
の
自
由
か
つ
自
主
的
な
判
断
で

「
自
己
責
任
・
自
己
決
定
」
に
よ
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
方
分
権
の

理
念
の
基
本
は
こ
こ
に
あ
る
。
財
政

効
率
一
辺
倒
や
政
治
的
な
思
惑
で
分

権
の
理
念
を
ね
じ
ま
げ
て
は
な
ら
な

い
。自

主
財
源
の
見
通
し
を
き
ち
ん
と

示
し
、
行
財
政
の
効
率
化
な
ど
に
よ

っ
て
、
自
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
自

治
体
に
は
、
そ
の
よ
う
な
選
択
を
認

め
る
方
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
が

推
し
進
め
て
い
る
強
制
的
と
も
言
え

る
「
市
町
村
合
併
」
に
は
反
対
を
表

明
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ω
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
削

減
に
反
対
す
る
意
見
書

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し

等
を
検
討
し
て
き
た
地
方
分
権
改
革

推
進
会
議
は
10
月
30
日
、「
事
務
・

事
業
の
在
り
方
に
関
す
る
意
見
」
を

小
泉
首
相
に
提
出
し
た
。
そ
の
報
告

書
は
、『
社
会
保
障
』『
教
育
・
文
化
』

『
公
共
事
業
』『
産
業
振
興
』『
治
安

そ
の
他
』
の
５
つ
の
分
野
別
に
135
項

目
に
わ
た
る
具
体
的
な
措
置
を
提
言

し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
義
務
教

育
に
関
す
る
国
庫
負
担
金
制
度
の
見

直
し
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
Ø
人
件
費
の
う
ち

退
職
手
当
、
共
済
費
の
削
減
を
突
破

口
に
、
∞
交
付
金
制
度
に
移
行
さ
せ
、

±
将
来
は
一
般
財
源
化
を
図
り
、
義

務
教
育
へ
の
補
助
金
総
体
を
、
そ
の

存
続
の
可
否
を
含
め
て
す
べ
て
地
方

自
治
体
に
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
地
方
六
団
体
の
代

表
は
11
月
６
日
、
国
の
歳
出
の
削
減

の
み
を
目
的
に
し
て
国
庫
補
助
負
担

金
の
廃
止
・
削
減
を
先
行
し
て
実
施

す
る
こ
と
は
、
単
な
る
地
方
へ
の
負

担
転
嫁
で
あ
る
と
し
、「
こ
の
よ
う

な
提
言
は
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
い
う
緊
急
の
要
望
書

を
政
府
に
提
出
し
て
い
る
。

財
源
移
譲
を
伴
わ
な
い
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
金
制
度
の
見
直
し
は
、

地
方
財
政
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
、

義
務
教
育
無
償
の
大
原
則
を
否
定
す

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
金
の
削
減
に
は
強
く

反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

視
察
日

９
月
30
日
〜
10
月
２
日

視
察
先

倉
敷
市
、
新
見
市
、
尼
崎
市

視
察
事
項

男
女
共
同
参
画
事
業
、
電

子
投
票
、
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム

１
　
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
内
全
域
に
拡
充
す
る
よ

う
取
り
組
む
こ
と
。

１
　
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

共
有
財
産
と
し
て
共
用
部
分
を
地
域
住

民
に
も
積
極
的
に
供
す
る
こ
と
。ま
た
、

入
居
承
継
制
度
に
つ
い
て
は
、
利
用
機

会
の
公
平
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
法
の

改
正
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
。

意見書意見書意見書

民
　
生
　
費

総
　
務
　
費

歳
　
　
出

不
採
択
に
な
っ
た
請
願

議
場
配
付
に
な
っ
た
陳
情

た

だ

い

ま

審

査

中

総
　
務

委
員
会

厚
　
生

委
員
会

文
　
教

委
員
会

建
　
設

委
員
会

衛
　
生
　
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

〈
常
任
委
員
会
視
察
報
告
〉

◇
総
務
委
員
会

◇
文
教
委
員
会

◇
厚
生
委
員
会

◇
建
設
委
員
会

視
察
日

10
月
16
日
〜
10
月
18
日

視
察
先

東
広
島
市
、姫
路
市
、犬
山
市

視
察
事
項

市
立
三
ツ
城
小
学
校
、
児

童
青
少
年
セ
ン
タ
U
、
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
U
ク
事
業
、少
人
数
授
業
の
実
施
、

独
自
の
副
教
材
づ
く
り

視
察
日

10
月
15
日
〜
10
月
17
日

視
察
先

羽
曳
野
市
、亀
岡
市
、豊
橋
市

視
察
事
項

24
時
間
保
育
所
「
ベ
ビ
U

ハ
ウ
ス
社
協
」、「
高
年
生
き
が
い
サ
ロ

ン
２
号
館
」、
精
神
障
害
者
ホ
U
ム
ヘ

ル
プ
サ
U
ビ
ス
事
業
、
豊
橋
市
資
源
化

セ
ン
タ
U

Ω
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
を
国
と

し
て
創
設
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書

国
民
的
な
要
求
を
反
映
し
て
、
今

日
で
は
全
国
の
す
べ
て
の
自
治
体
が

何
ら
か
の
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
、
助
成
措
置
を
講
じ
る
に
至
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
助
成
措
置
の

内
容
は
、
自
治
体
ご
と
に
ま
ち
ま
ち

で
あ
り
、
対
象
年
齢
な
ど
で
大
き
な

格
差
が
残
さ
れ
て
い
る
。

東
京
で
は
、
医
療
費
を
無
料
に
す

る
都
の
助
成
制
度
の
対
象
児
が
就
学

前
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
全

区
市
町
村
が
そ
う
し
た
措
置
を
と
っ

た
が
、
都
は
所
得
制
限
を
撤
廃
し
て

お
ら
ず
、
区
市
町
村
に
よ
っ
て
、
完

全
無
料
化
の
度
合
い
が
異
な
っ
て
い

る
。国

の
制
度
と
し
て
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
の
医
療
費
の
無
料
化

を
求
め
る
声
は
急
速
に
強
ま
り
、

「
国
の
助
成
制
度
創
設
」
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決
し
た
地
方
議
会
も
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
13
年

６
月
22
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い

て
、「
少
子
化
対
策
推
進
に
関
す
る

決
議
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、

「
乳
幼
児
医
療
費
の
国
庫
助
成
等
出

産
・
育
児
に
か
か
る
経
済
負
担
の
軽

減
」
を
「
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
」

と
し
て
い
る
。
国
の
「
無
料
制
度
」

が
創
設
さ
れ
れ
ば
自
治
体
ご
と
の
格

差
を
是
正
し
、
東
京
に
お
い
て
は
所

得
制
限
を
撤
廃
す
る
自
治
体
の
動
き

に
弾
み
を
つ
け
、
ど
の
子
も
等
し
く

大
切
に
育
て
ら
れ
る
重
要
な
条
件
が

前
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
一
刻
も

早
く
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
制

度
、
負
担
軽
減
措
置
制
度
を
、
国
と

し
て
創
設
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

【
否
決
さ
れ
た
意
見
書
】

・
教
育
基
本
法
の
改
定
に
反
対
す
る

意
見
書

・
東
京
都
の
福
祉
サ
U
ビ
ス
提
供
主

体
経
営
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
関

す
る
意
見
書

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
に

あ
た
り
、
制
度
の
改
善
・
充
実
を

求
め
る
意
見
書

・
失
業
者
の
生
活
保
障
の
た
め
の
緊

急
措
置
を
求
め
る
意
見
書

・
日
本
政
府
・
国
会
と
し
て
ア
メ
リ

カ
の
イ
ラ
ク
攻
撃
計
画
に
反
対
を

表
明
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

決
算
委
員
会
付
帯
意
見

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

老

人

保

健

施

設

事

業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業

特

別

会

計
市立の美術館という視点を大切にしたい

……市立アニメーション美術館

元気に遊ぶ子どもたち　……市立第四小

歳
　
　
入


